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■
開

会

事
務
局
（
田
中
）
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。（
別

掲
の
「
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
激
励
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
「
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
国

会
議
員
」
を
参
照
）。

出
席
国
会
議
員
を
紹
介
。
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議

員
（
会
長
）、
髙
木
義
明
衆
議
院
議
員
（
副
会
長
・

事
務
総
長
）、
荒
井
聰
衆
議
院
議
員
、
佐
藤
英
道
衆

議
院
議
員
、
堀
井
学
衆
議
院
議
員
、
鈴
木
貴
子
衆
議

院
議
員
、
赤
池
誠
章
参
議
院
議
員
、
横
山
真
一
参
議

院
議
員
、
河
野
義
博
参
議
院
議
員
、
松
木
け
ん
こ
う

衆
議
院
議
員
代
理
（
梶
浦
秘
書
）。

■
主
催
者
あ
い
さ
つ

衛
藤
会
長

先
般
の
台
風
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

対
し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
本
日
の

意
見･

要
望
は
海
事
産
業
の
振
興
を
図
る
う
え
で
の

政
策
の
原
点
で
あ
り
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
（
起
点
）
で

も
あ
る
。
皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見･

ご
要

望
を
し
っ
か
り
拝
聴
し
、
国
政
に
反
映
し
て
ま
い
り

た
い
。

苫小牧タウンミーティング
海事振興連盟

日時： 平成28年9月24日（土）
午前10時00分〜午後0時00分

場所： グランドホテルニュー王子
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■
来
賓
ご
あ
い
さ
つ

荒
川
北
海
道
副
知
事

近
年
で
は
、
本
道
に
お
い
て

も
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
大
幅
な
寄
港
増
加
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
の
魅
力
を
強
く
発
信
し
た

い
。
ま
た
、
北
極
海
航
路
の
活
用
に
つ
い
て
も
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。
現
在
、
北
海
道
で
は
、
道
産
食

品
の
輸
出
１
０
０
０
億
円
を
目
標
と
し
て
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
輸
出
を
重
点

的
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
港
湾
の
担

う
重
要
性
か
ら
、
こ
の
た
び
の
補
正
予
算
に
も
盛
り

込
ま
れ
た
21
世
紀
型
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
予
算
を
活
用

し
、
港
湾
設
備
の
よ
り
一
層
の
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
。

岩
倉
苫
小
牧
市
長

苫
小
牧
港
は
、
全
国
に
お
け
る

取
扱
貨
物
量
は
４
番
目
で
あ
り
、
北
海
道
内
の
取
扱

貨
物
の
半
数
以
上
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
な
ど
時
代
の
転
換
の
中
で
経
済
が
収
縮
し
つ
つ
あ

る
の
を
実
感
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
の
が

物
流
産
業
で
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
時

に
港
湾
の
機
能
を
強
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
四
面
を
囲
ま
れ
た
北
海
道
は
、
行
政
面
積
が

広
く
、
多
く
の
港
湾
が
あ
る
も
の
の
、
北
海
道
の
港

湾
関
連
予
算
は
ピ
ー
ク
時
の
50
％
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
港
湾
の
強
化
が
海
事
産
業
の
活
性
化
を
生
み
出

す
基
盤
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
配
分

の
ご
助
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
戦
略
的
な
港
湾
の

運
営
や
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

■
意
見
交
換
会
（
議
事
進
行
：
堀
井
座
長
）

栗
林
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
副
会
長

四
国

の
よ
う
に
架
橋
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
不
可
能
な

北
海
道
と
本
州
の
物
流
は
も
と
よ
り
、
道
内
物
流
に

お
い
て
も
災
害
な
ど
で
道
路
、
鉄
路
が
寸
断
さ
れ
た

よ
う
な
場
合
な
ど
、
海
上
輸
送
が
北
海
道
の
物
流
を

支
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
北
海
道
地
区

の
特
性
に
鑑
み
、
海
上
輸
送
に
対
す
る
益
々
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
内
航
海
運
に
お
い
て
は
船
員

の
高
齢
化
が
著
し
い
た
め
、
船
員
教
育
機
関
の
定
員

拡
大
や
民
間
短
期
養
成
制
度
の
拡
充
等
に
よ
る
就
業

ル
ー
ト
の
拡
大
、
新
人
船
員
の
就
職
支
援
の
強
化
な

ど
に
つ
い
て
お
願
い
し
た
い
。
中
小
企
業
が
圧
倒
的

に
多
い
内
航
海
運
業
界
に
と
っ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
確
保
し
、
老
朽
化
す
る
船
舶
の
代
替
建
造
の

促
進
の
た
め
に
は
、
内
航
船
舶
の
代
替
建
造
等
に
資

す
る
税
制
特
例
措
置
は
欠
か
せ
な
い
制
度
で
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
延
長
の
要
望
を
実
現
し
て
頂
き

た
い
。「
海
の
日
の
７
月
20
日
へ
の
固
定
化
」
に
つ

い
て
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
に
移
行
さ
れ
て
以

降
、
国
民
の
間
で
「
海
の
日
」
や
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て
の
認
知
度
が
下
が
る
一
方
で
あ
り
、
私
共
も
非

常
に
危
惧
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
海
の

日
を
制
定
当
時
の
７
月
20
日
に
固
定
化
し
て
頂
く
よ
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う
お
願
い
し
た
い
。

蔦
井
日
本
旅
客
船
協
会
副
会
長
（
北
海
道
旅
客
船
協

会
会
長
）
北
海
道
の
旅
客
船
航
路
の
現
況
及
び
要

望
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
特
別
償
却
制
度
の
延
長
及

び
拡
充
、
船
舶
の
買
い
換
え
特
例
の
延
長
を
お
願
い

し
た
い
。
離
島
航
路
の
現
況
及
び
要
望
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
を
含
む
離
島
へ
の
利
用
者
数
は
こ
こ
４

年
間
で
18
％
減
と
離
島
航
路
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
離
島
航
路
の
補
助
制
度
は
堅
持
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
燃
料
油
価
格
問
題
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に

と
っ
て
旅
客
船
は
公
共
交
通
機
関
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
地
球
温
暖
化
対
策
税
の
還
付
措
置
及
び
軽
油
引

取
税
の
免
税
措
置
は
堅
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
海

の
日
の
固
定
化
に
つ
い
て
は
、
海
の
日
の
意
義
を
広

く
国
民
に
定
着
し
て
い
く
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
。

鈴
木
北
海
道
港
運
協
会
副
会
長

国
際
物
流
機
能
の

強
化
に
つ
い
て
、
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
と
し
て
の

釧
路
港
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
大
型
船
に
対
応

し
た
岸
壁
整
備
及
び
荷
役
関
連
施
設
の
充
実
の
た
め

の
支
援
、
及
び
、
苫
小
牧
港
を
国
際
海
上
輸
送
拠
点

港
（
ハ
ブ
港
）
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の
施
設
整

備
に
対
す
る
予
算
措
置
並
び
に
北
極
海
航
路
誘
致
に

向
け
た
支
援
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
苫
小
牧
港
西

港
区
の
機
能
強
化
の
た
め
の
岸
壁
の
老
朽
化
対
策
及

び
埠
頭
間
の
交
通
ア
ク
セ
ス
整
備
に
向
け
た
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
平
成
29
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
度
末
で
期
限
切
れ
の
、
中
小
企

業
投
資
促
進
税
制
及
び
特
定
の
事
業
用
資
産
の
買
い

換
え
特
例
の
延
長
を
お
願
い
す
る
。

長
岡
苫
小
牧
地
区
倉
庫
協
会
会
長

当
協
会
会
長
会

社
は
、
苫
小
牧
市
と
の
間
で
津
波
一
時
避
難
施
設
と

し
て
の
使
用
に
関
す
る
協
定
を
、
ま
た
、
苫
小
牧
海

上
保
安
署
と
苫
小
牧
港
管
理
組
合
と
の
三
者
間
で
大

規
模
災
害
発
生
時
の
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
を
、

そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
て
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。
倉
庫

業
界
は
、
今
後
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
倉

庫
整
備
を
、
継
続
的
に
実
施
し
、
我
が
国
産
業
の
競

争
力
強
化
、
災
害
支
援
な
ど
の
社
会
貢
献
を
進
め
る

た
め
、
平
成
29
年
度
税
制
改
正
要
望
と
し
て
、「
中

小
企
業
者
等
の
機
械
等
の
特
別
償
却
又
は
税
額
控
除

の
延
長
」、「
長
期
所
有
資
産
の
特
定
資
産
の
買
い
換

え
特
例
（
９
号
）
の
延
長
」
の
２
項
目
の
延
長
を
お

願
い
し
た
い
。

小
田
日
本
船
主
協
会
副
会
長

税
制
改
正
要
望
に
つ

い
て
は
、
外
航
船
舶
の
特
別
償
却
制
度
お
よ
び
圧
縮

記
帳
制
度
（
特
定
事
業
用
資
産
の
買
換
特
例
）
の
延

長
、
な
ら
び
に
、
ト
ン
数
標
準
税
制
の
拡
充
の
実
現

に
向
け
先
生
方
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
海
賊
対
策
の
継
続
・
強
化
や
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
あ
た
り
海
事
産
業
を
取
り
上
げ
て
頂
く
な
ど

海
事
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
も
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

関
川
函
館
ど
つ
く
取
締
役
常
務
執
行
役
員
函
館
造
船

所
長
／
木
内
日
本
造
船
工
業
会
専
務
理
事

造
船
系

学
科
を
有
す
る
大
学
の
課
題
と
し
て
は
、
学
生
や
若

手
研
究
者
の
確
保
や
教
員
の
維
持･

確
保
、
優
秀
な

人
材
の
供
給
源
で
あ
る
大
学
を
支
援
し
、
人
材
基
盤

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
海
事
産
業
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
は
、
学
生
が
造
船

系
の
大
学
に
進
学
し
た
い
、
卒
業
後
は
造
船
所
に
就

職
し
た
い
と
思
う
動
機
作
り
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
造
船
の
人
材
が
必
要
で
あ
る
旨
の
社
会

的
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
海
事
産
業
の
重
要

性
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

井
上
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
専
務
理
事

競
争
力

維
持･

向
上
に
つ
い
て
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
的
確
に
答
え
る
設
計
力
と
コ
ス
ト
競
争
力
を
つ
け

る
た
め
の
生
産
性
の
向
上
は
欠
か
せ
な
い
。
人
材
の

確
保･

育
成
に
つ
い
て
は
、
海
事
局
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
外
国
人
実
習
生
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
引
き
続
き
運
用
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。
先

行
き
不
透
明
な
市
場
の
中
で
工
事
量
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
。
安
定
輸
送
、
環
境
面
か
ら
も
老
朽
化
し
た

内
航
船
の
代
替
建
造
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済

協
力
に
よ
る
巡
視
船
等
船
舶
の
供
与
促
進
な
ど
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
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森
田
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長

フ
ェ
リ
ー
・
旅
客

船
航
路
に
対
す
る
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資
の
輸
送
や
移

動
、
さ
ら
に
は
大
規
模
自
然
災
害
時
に
お
け
る
支
援

物
資
や
人
員
の
輸
送
を
担
う
安
定
的
な
海
上
輸
送
体

制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
後
継
者
の
確
保･

育
成

に
つ
い
て
は
、
船
員
養
成
教
育
機
関
の
維
持･

定
員

拡
大
を
始
め
、
若
者
が
海
や
船
に
親
し
み
、
船
員
職

業
に
関
心
を
持
つ
広
報
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
船
員
税
制
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
は
、

他
の
海
運
先
進
国
と
同
様
、
国
策
と
し
て
の
船
員
の

所
得
税
減
免
が
必
要
で
あ
る
。「
海
の
日
」
の
固
定

化
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
海
事
産
業
の
一
層

の
発
展
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

磯
谷
日
本
海
洋
少
年
団
連
盟
理
事
長

海
洋
少
年
団

は
、「
海
に
親
し
み
」「
海
に
学
び
」「
海
に
鍛
え
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
戦
後
、
海
を
教
育
の
場
と
し
て
我

が
国
の
少
年
少
女
を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
、
全
国
に
わ
た
っ
て
90
の
少
年
団

が
活
動
し
て
い
る
。
少
年
少
女
に
海
に
対
す
る
関
心

を
呼
び
起
こ
し
、
海
に
親
し
む
こ
と
を
広
め
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
直
接
的
な
効
果
は
見
え
に
く
い
が
、

各
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー
に
と
っ
て
、
将
来
の
人
材
の
育

成
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
海
洋
国
家
日
本
の
海

事
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。

伊
藤
日
本
海
事
広
報
協
会
理
事
長

海
洋
教
育
の
充

実
と
「
海
の
日
」
の
固
定
化
の
２
点
を
お
願
い
し
た

い
。次

期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
て
、
子
供
た
ち
の
資

質･

能
力
の
育
成
や
、
海
事
産
業
へ
の
理
解
や
関
心

を
深
め
る
こ
と
な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ
、
学
校
教
育

の
場
や
教
科
書
に
お
い
て
、
海
事
分
野
が
積
極
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

「
海
の
日
」
の
国
民
の
祝
日
化
は
海
事
関
係
者
が

中
心
と
な
り
、
幅
広
い
国
民
運
動
の
盛
り
上
が
り
の

結
果
、
平
成
８
年
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。「
海

洋
国
家
日
本
」
の
礎
の
日
と
し
て
、
祝
日
で
あ
る

「
海
の
日
」
を
７
月
20
日
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

■
海
事
行
政
の
対
応

羽
尾
国
土
交
通
省
海
事
局
長

内
航
海
運
の
活
性

化
、
造
船
業
の
国
際
競
争
力
維
持
・
向
上
、
海
事
産

業
の
人
材
確
保
・
育
成
な
ど
の
様
々
な
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
伺
い
し
た
。
今
年
度
は
特
に
、
ト
ン
数
標

準
税
制
の
拡
充
や
特
別
償
却
制
度
の
延
長
等
の
税
制

改
正
要
望
が
重
な
っ
た
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
措

置
は
海
運
の
み
な
ら
ず
造
船
業
を
は
じ
め
と
す
る
海

事
産
業
全
体
の
発
展
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

業
界
の
皆
様
か
ら
も
ぜ
ひ
大
き
な
声
を
上
げ
て
頂
き

た
い
。
そ
し
て
、
実
現
の
た
め
に
は
、
衛
藤
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
国
会
議
員
の
先
生
方
、
と
り
わ
け
本

日
お
集
ま
り
の
先
生
方
の
ご
支
援
と
リ
ー
ド
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
国
交
省
で
は

石
井
大
臣
の
下
、
省
を
挙
げ
て
生
産
性
革
命
に
取
り
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組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
造
船
業
の
生
産
性
向
上
の

た
め
の
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
拝
聴
し
た
う
え
で
、
海
事

産
業
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
頂
き
た
い
。

七
尾
大
臣
官
房
審
議
官

国
土
交
通
省
港
湾
局
で

は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
・
創
生
と
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧
・
復
興
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長
力
強
化
と
し

て
、
訪
日
ク
ル
ー
ズ
５
０
０
万
人
時
代
に
向
け
た
ク

ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
、
国
際
コ
ン
テ
ナ

戦
略
港
湾
政
策
の
進
化
と
加
速
、
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
政
策
の
推
進
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
支
え
る
港

湾
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
我
が
国
の
経
済

活
動
を
支
え
る
も
の
と
し
て
港
湾
が
果
た
す
役
割
も

大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。
国
際
物
流
機
能
の
強
化
に

つ
い
て
は
、
釧
路
港
に
お
け
る
大
型
船
に
対
応
し
た

岸
壁
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
民
間
事
業
者
に

よ
る
荷
役
関
連
施
設
の
整
備
支
援
を
進
め
て
い
く
。

苫
小
牧
港
に
つ
い
て
は
、
輸
出
産
品
の
た
め
の
施
設

整
備
、
北
極
海
航
路
対
策
に
つ
い
て
も
進
め
て
い

く
。
苫
小
牧
港
西
工
区
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、
埠
頭
間
の
ア

ク
セ
ス
改
善
に
向
け
た
臨
港
道
路
の
整
備
を
引
き
続

き
支
援
し
て
い
く
。
税
制
要
望
に
つ
い
て
は
、
荷
役

機
械
の
導
入
と
い
っ
た
事
業
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
実
現
に
向
け
て
、
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

川
上
大
臣
官
房
参
事
官

北
海
道
の
台
風
被
害
に
お

い
て
、
鉄
道
に
代
わ
り
船
舶
に
お
け
る
代
替
輸
送
で

問
題
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て

は
、
災
害
時
の
支
援
物
資
拠
点
を
確
保
し
円
滑
な
輸

送
を
め
ざ
し
て
お
り
、
各
自
治
体
や
倉
庫
業
界
と
の

災
害
協
定
の
締
結
を
進
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
試
み

の
全
国
展
開
を
進
め
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の
物
流

関
連
税
制
要
望
は
長
期
保
有
資
産
の
買
い
替
え
特

例
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
倉
庫
関
連

税
制
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
、
物
流

分
野
の
人
材
不
足
、
物
流
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
10
月
１
日
に
改
正
物

流
総
合
効
率
化
法
が
施
行
さ
れ
る
。
こ
の
法
律
で
は

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
明
文
化
が
さ
れ
て
お
り
、
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

甲
斐
総
合
海
洋
政
策
本
部
事
務
局
長

海
賊
対
策
の

維
持
に
つ
い
て
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
賊

発
生
件
数
は
、
平
成
23
年
の
２
７
３
件
か
ら
減
少
を

続
け
、
昨
年
に
は
０
件
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
海
賊
行
為
が
発
生
す
る
ソ
マ
リ
ア
に

お
け
る
貧
困
問
題
な
ど
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
海
賊
の
潜
在
的
な
脅
威
は
ま
だ
存
在
し

て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
関
係
省
庁
連

携
の
も
と
海
賊
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
次

に
、
い
わ
ゆ
る
有
人
国
境
離
島
法
が
成
立
し
た
が
、

我
が
国
の
国
境
機
能
を
有
す
る
離
島
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
外

国
船
舶
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
や
港
湾
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
に
努
め
て
い
く
。
有
人
国
境
離
島
地
域

の
う
ち
、「
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
」
と
し
て
明

記
さ
れ
た
、
人
口
減
少
が
著
し
く
遠
隔
に
位
置
す
る

15
地
域
71
島
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
法
律
施
行
に
伴

い
、
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
低
廉
化
や
雇
用
機
会
の

拡
充
な
ど
を
支
援
す
る
新
た
な
交
付
金
の
予
算
を
要

求
し
て
い
る
ほ
か
、
関
係
省
庁
の
様
々
な
施
策
も
組

み
合
わ
せ
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
地
域
社
会
維
持

の
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

■
出
席
国
会
議
員
コ
メ
ン
ト

髙
木
衆
議
院
議
員

北
海
道
は
農
林
水
産
畜
産
業
が

基
盤
で
、
そ
う
し
た
製
品
の
輸
出
拡
大
が
政
策
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

や
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
非
常
に
重
要
な
柱
で
あ

る
。
政
策
の
柱
は
、
安
全
、
環
境
、
人
材
、
今
後
は

と
り
わ
け
交
通
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
船
舶
の
代
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替
建
造
、
近
代
化
、
船
員
の
人
材
育
成
な
ど
子
供
た

ち
の
教
育
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

荒
井
衆
議
院
議
員

小
樽
の
港
の
一
部
を
ヨ
ッ
ト
ハ

ー
バ
ー
に
す
る
計
画
を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当

時
の
港
湾
局
と
折
衝
の
う
え
実
施
に
至
っ
た
。
現

在
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
よ
り
自
由
に
使
え
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

佐
藤
衆
議
院
議
員

北
海
道
は
農
林
水
産
業
の
視
点

で
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
度
台
風
に
よ
り
大
き
な
影

響
が
あ
っ
た
が
、
海
事
産
業
の
方
々
の
支
援
の
重
要

性
を
肝
に
銘
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道

で
は
国
内
で
一
番
に
バ
ル
ク
港
湾
に
指
定
し
て
い
た

だ
き
、
道
東
に
限
ら
ず
北
海
道
全
体
に
お
い
て
も
重

要
な
指
定
で
あ
る
。
引
き
続
き
国
土
交
通
省
、
北
海

道
の
皆
様
の
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

鈴
木
衆
議
院
議
員

海
に
か
か
わ
る
問
題
は
、
国
交

省
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
省
庁
を
横
断
し
た
も
の

で
あ
る
。
離
島
、
有
人
国
境
離
島
問
題
の
話
題
が
あ

っ
た
が
、
北
方
領
土
に
隣
接
し
た
特
有
の
問
題
に
つ

い
て
、
弱
点
と
考
え
て
い
た
点
を
逆
に
活
か
し
て
、

羅
臼
で
は
４
島
の
中
間
線
ラ
イ
ン
の
観
光
と
し
て
地

域
振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
間
線

に
観
光
船
が
行
く
と
、
海
上
保
安
庁
の
船
が
戻
っ
て

く
だ
さ
い
と
指
示
す
る
。
本
来
な
ら
ば
、
並
走
し
て

安
全
を
守
り
地
域
振
興
の
た
め
に
後
押
し
し
て
い
く

の
も
省
庁
の
仕
事
の
１
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
是

非
、
省
庁
横
断
し
た
横
の
つ
な
が
り
の
強
化
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

赤
池
参
議
院
議
員

２
０
１
６
年
の
海
の
日
に
は
、

安
倍
首
相
に
よ
り
「
ニ
ッ
ポ
ン
学
び
の
海
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
官
民
連
携
し
て
立
ち
上
げ
、
２
０
２

５
年
ま
で
に
す
べ
て
の
市
町
村
で
海
洋
教
育
を
推
進

し
た
い
と
力
強
い
宣
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

近
々
の
課
題
と
し
て
は
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
あ

る
。
そ
の
作
業
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
10
月
６

日
ま
で
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
に
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
指
導
要
領
に
海
洋
に
関

す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

横
山
参
議
院
議
員

１
次
産
業
品
の
輸
送
に
お
い

て
、
海
上
輸
送
の
重
要
性
を
問
い
な
お
さ
れ
る
時
期

だ
と
思
う
。
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い
て
も
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
く
。
国
際
物
流
機
能
の
強
化
は
、
北

極
海
航
路
の
軸
に
近
い
位
置
に
あ
り
、
ま
た
、
パ
ナ

マ
運
河
も
改
修
が
完
了
し
た
こ
と
で
、
大
型
の
貨
物

船
が
北
海
道
に
も
入
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
国
際

物
流
機
能
の
強
化
は
陸
上
部
分
も
含
め
て
、
今
後
重

要
に
な
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線

が
開
通
し
、
道
南
で
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
が
さ
ら
に
増
加
し
て
く
る
と
、
ク
ル

ー
ズ
船
の
対
応
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。

河
野
参
議
院
議
員

税
制
改
正
、
人
材
育
成
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
要
望
を
い
た
だ
い
た
。
関
係
議
員
の
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方
々
、
省
庁
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
。
海
事
産

業
は
視
野
も
広
く
、
我
が
国
が
リ
ー
ド
し
続
け
て
い

る
産
業
の
１
つ
で
も
あ
る
。
悪
い
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
し
っ
か
り
と
強
靭
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
引
き
続
き
ご
指
導
を
賜
り
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
。

■
決
議
採
択

海
事
振
興
連
盟

苫
小
牧
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
決
議

こ
こ
北
海
道
苫
小
牧
市
は
、
海
の
玄
関
「
苫
小
牧

港
」
と
空
の
玄
関
「
新
千
歳
空
港
」
の
「
ダ
ブ
ル
ポ

ー
ト
」
を
有
す
る
こ
と
を
背
景
に
物
流
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
鉄
道
、
高
速
自
動
車
道
な
ど
の
交
通
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
交
通
の
要
衝
と
し
て
北
海
道
経

済
の
発
展
を
支
え
て
い
る
。

ま
た
、
紙
・
パ
ル
プ
、
金
属
な
ど
の
工
業
基
地
、

石
油
備
蓄
基
地
や
火
力
発
電
所
を
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
地
、
次
代
を
担
う
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
基
地
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

苫
小
牧
港
は
、
国
内
向
け
貨
物
取
扱
量
が
全
国
１

位
で
あ
り
、
北
米
、
中
国
、
韓
国
を
結
ぶ
８
つ
の
定

期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
就
航
し
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物

の
取
扱
量
で
は
道
内
の
７
割
強
を
占
め
、
北
海
道
は

も
と
よ
り
、
国
内
屈
指
の
国
際
拠
点
港
湾
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
が
多
数
を
占
め
る
内

航
海
運
業
は
、
経
営
基
盤
が
弱
く
、
代
替
建
造
や
労

働
力
確
保
等
の
課
題
を
抱
え
る
な
ど
、
経
営
環
境
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
倉
庫
業
も
中
小
企
業
が
多
数
を
占
め
て
お

り
、
人
手
不
足
や
荷
主
か
ら
の
コ
ス
ト
削
減
の
要
請

な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
港
湾
運
送
業

も
同
様
に
大
多
数
が
中
小
企
業
で
経
営
基
盤
が
脆
弱

で
あ
り
、
取
扱
貨
物
量
等
の
影
響
に
よ
り
事
業
環
境

の
整
備
を
図
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
旅
客
船
事
業
者
に
お
い
て
も
、
離
島
に

お
け
る
人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者
の
低
迷
な
ど
、
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
海
事
振
興
連
盟
は
、
本

日
苫
小
牧
市
に
お
い
て
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
、
関
係
者
か
ら
広
く
現
地
の
実
情
を
伺
い
、

今
後
の
海
運
、
造
船
、
港
運
、
倉
庫
な
ど
海
事
産
業

の
課
題
や
要
望
に
つ
い
て
、
広
く
議
論
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
当
連
盟
は
、
多
く
の
課
題
、
要
望
に

対
し
、
今
後
と
も
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
を
新
た
に
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
議
論
を
通
じ
、
当
連
盟

は
、
我
が
国
経
済
、
国
民
生
活
に
お
け
る
海
事
産
業

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
産
業
競
争
力
の

強
化
、
新
た
な
人
材
の
育
成
な
ど
に
、
政
、
官
、
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
日
本
経
済
・
地
域
経
済
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
う
海
事
産
業
に
対
す
る
認
識
向
上
の
た

め
、
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
、
海
事
産
業
が
積
極

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、

“
海
洋
国
家
日
本
”
の
礎
の
日
と
す
る
た
め
、
海
の

日
を
固
定
化
す
べ
き
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
わ
が
国
に
と
っ
て
海
は
貴
重
な
観
光
資

源
で
も
あ
り
、
積
極
的
に
内
外
の
観
光
客
を
誘
致
し

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
認
識
の
も
と
、
当
海
事
振
興
連
盟
は
、
以
下

の
項
目
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
す
る
。

記

１

船
舶
の
代
替
建
造
の
促
進
等

内
航
海
運
は
、
我
が
国
の
暮
ら
し
や
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
、
内
航
船
の
老
齢
化
率
は
7
割

を
占
め
て
お
り
、
老
朽
船
代
替
建
造
が
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
は
市
場
に
任
せ

る
だ
け
で
解
決
す
る
問
題
で
は
な
く
、
国
及
び
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
自
律
的
産
業

と
し
て
再
生
す
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
船
舶
共
有
建
造
制
度
や
船
舶
の
代
替

建
造
に
係
る
税
制
特
例
措
置
を
今
後
と
も
維
持
・

拡
充
す
る
よ
う
取
り
組
む
。
あ
わ
せ
て
、
産
業
構

造
の
強
化
、
業
務
の
効
率
化
等
、
内
航
海
運
の
産

業
と
し
て
の
活
性
化
に
も
海
運
分
野
全
体
と
し
て

取
り
組
む
。

２

離
島
航
路
を
は
じ
め
と
す
る
旅
客
航
路
の
維

持
・
存
続
等

旅
客
航
路
は
、
住
民
の
足
と
な
る
だ
け
で
な
く

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
物
資
輸
送
や
観
光
、
ま

た
、
大
規
模
災
害
時
の
緊
急
輸
送
手
段
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
航
路
の

維
持
・
存
続
等
の
た
め
離
島
航
路
補
助
制
度
を
維

持
し
、
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
振
興
、
運

賃
低
廉
化
や
老
朽
船
の
代
替
建
造
の
可
能
な
環
境

づ
く
り
な
ど
諸
対
策
に
取
り
組
む
。

３

海
事
関
連
税
制
の
維
持
・
強
化
等

船
舶
の
特
別
償
却
制
度
・
買
換
特
例
（
圧
縮
記

帳
制
度
）、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
税
の
還
付
措
置
と
い
っ
た
平
成
28
年

度
末
に
期
限
を
迎
え
る
税
制
、
ト
ン
数
標
準
税

制
、
軽
油
引
取
税
に
係
る
免
除
措
置
な
ど
が
引
き

続
き
適
切
か
つ
十
分
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
て

い
く
。

ま
た
、
港
湾
運
送
業
及
び
倉
庫
業
に
お
け
る
中

小
企
業
投
資
促
進
税
制
及
び
買
換
特
例
と
い
っ
た

平
成
28
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る
税
制
が
引
き
続

き
適
切
か
つ
十
分
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
て
い

く
。

４

造
船
業
の
人
材
育
成
と
生
産
性
の
向
上

造
船
業
は
、
地
域
経
済
や
雇
用
に
大
き
く
貢

献
、
ま
た
、
海
上
輸
送
を
支
え
る
と
と
も
に
、
艦

船
な
ど
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

船
舶
を
建
造
す
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
地
域
の

将
来
基
盤
を
支
え
る
た
め
、
人
材
の
供
給
源
で
あ

る
工
業
高
校
や
大
学
で
の
造
船
教
育
へ
の
政
府
の

支
援
な
ど
に
よ
り
、
技
能
者
や
技
術
者
の
育
成
に

取
り
組
む
。

ま
た
、
国
際
競
争
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
日

本
造
船
の
世
界
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
通
じ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
の
実
現
と
地
域
経
済
へ
の
貢
献
を
図

る
た
め
、
政
府
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
船
舶
の
開

発
・
設
計
、
建
造
か
ら
運
航
に
至
る
全
て
の
フ
ェ

ー
ズ
に
お
け
る
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
。

５

中
小
造
船
業
の
国
際
競
争
力
維
持
・
強
化

中
小
企
業
主
体
の
中
小
造
船
業
界
も
、
大
手
造

船
業
と
同
様
に
熾
烈
な
国
際
競
争
に
直
面
し
て
お

り
、
国
際
競
争
力
を
維
持
・
強
化
す
る
よ
う
、
近

年
の
国
際
規
則
の
度
重
な
る
強
化
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
動

き
な
ど
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
支
援
強

化
に
取
り
組
む
。

６

日
本
人
船
員
の
後
継
者
の
確
保
・
育
成

我
が
国
に
お
い
て
安
定
的
な
海
上
輸
送
を
確
保
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し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
人
船
員
の
確
保
・
育

成
へ
の
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
船
員
の
後
継
者
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
本
人
船
員

に
係
る
各
自
治
体
に
お
け
る
住
民
税
減
免
の
促
進

を
は
じ
め
と
す
る
所
得
へ
の
課
税
の
見
直
し
を
行

う
な
ど
船
員
に
対
す
る
政
策
減
税
に
つ
い
て
も
早

期
実
現
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
内
航
海
運
に
お
い
て
は
船
員
の
高
齢
化

が
著
し
い
の
で
、
船
員
教
育
機
関
の
定
員
拡
大
や

民
間
短
期
養
成
制
度
の
拡
充
等
に
よ
る
就
業
ル
ー

ト
の
拡
大
、
新
人
船
員
の
就
職
支
援
の
強
化
等
に

取
り
組
む
。

７

海
賊
対
策
の
継
続
・
強
化

海
運
会
社
は
、
海
賊
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
全
な
海
上
輸
送
を
継
続
し
、
世
界

経
済
の
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
我
が
国
に

よ
る
海
賊
対
処
行
動
の
継
続
を
含
め
、
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
海
賊
行
為
の
根
絶
に
向
け
た
海
賊

対
策
を
継
続
・
強
化
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

８

海
洋
教
育
の
充
実
等

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
議
論
に
お
い

て
、
海
洋
国
家
で
あ
る
日
本
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
確
実
に
育
成

す
る
こ
と
や
、
日
本
経
済
・
地
域
経
済
の
血
管
と

も
言
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
海
事
産
業
へ
の
理

解
や
関
心
を
深
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
、
学
校
教
育
の
場
や
教
科
書
に
お
い
て
、

海
事
産
業
が
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

ま
た
、
海
を
教
育
の
場
と
し
て
少
年
少
女
の
健

全
育
成
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
海
洋
少
年
団

の
強
化
・
活
性
化
等
に
取
り
組
む
。

９

苫
小
牧
港
及
び
釧
路
港
等
の
機
能
強
化

苫
小
牧
港
を
国
際
拠
点
港
湾
と
し
て
発
展
さ
せ

る
た
め
、
農
水
産
品
輸
出
拡
大
を
図
る
施
設
整
備

及
び
北
極
海
航
路
の
誘
致
に
向
け
取
り
組
む
。
ま

た
、
苫
小
牧
港
西
港
区
の
港
湾
物
流
施
設
の
機
能

強
化
の
た
め
岸
壁
の
老
朽
化
対
策
及
び
埠
頭
間
の

交
通
ア
ク
セ
ス
整
備
に
向
け
取
り
組
む
。

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
と
し
て
の
釧
路
港
の
機

能
充
実
の
た
め
大
型
船
に
対
応
し
た
岸
壁
整
備
及

び
荷
役
関
連
施
設
の
充
実
や
道
内
港
湾
の
機
能
強

化
に
向
け
取
り
組
む
。

10

海
の
日
を
7
月
20
日
に
固
定
化

本
年
の
「
海
の
日
」
も
全
国
各
地
で
様
々
な
関

連
行
事
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
盛

況
で
あ
っ
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に
海
の
日
の
意
義

を
国
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
海
洋
国
家
日
本
の

礎
の
日
と
す
る
た
め
、
海
の
日
を
固
定
化
す
べ
き

で
あ
る
。

以
上

平
成
28
年
９
月
24
日

海
事
振
興
連
盟

■
閉

会

衛
藤
会
長

本
日
の
議
論
で
皆
様
よ
り
強
く
主
張
さ

れ
た
海
運
関
連
税
制
に
つ
い
て
は
、
海
事
産
業
発
展

の
礎
で
あ
り
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
５
つ
の
税
制
に

つ
い
て
、
必
ず
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
。
船
員
の
高

齢
化
や
不
足
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
海
洋
立
国
日

本
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
海
洋
教
育
に
力
を
注

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
年
の
通
常
国
会

に
は
各
党
が
協
力
し
て
海
の
日
固
定
化
の
法
律
を
議

員
立
法
で
提
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。（
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
出
席
者
の
発
言
は
、
２
０
１
６
年
10

月
３
日
付
の
内
航
海
運
新
聞
の
記
事
を
も
と
に
作

成
）
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安倍晋三内閣総理大臣からの激励メッセージ

お祝い
海事振興連盟　御中

地方活性化、とくに海事都市の活性化を目的

とした海事振興連盟主催のタウンミーティングの

開催、おめでとうございます。

　今回で19回目の意見交換会とうかがっています。

　北海道のまさに海事都市である苫小牧で開かれる

意義は大きいものと期待しております。

　今回も実り多い会となりますようお願い申し上げ

ますとともに、本日お集まりの皆様のご健勝を祈念

いたします。

平成28年 9月 24日

内閣総理大臣　安倍　晋三
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■ 衆議院議員（137 名）
安倍晋三（自由民主党総裁、内閣総理大臣）　

■ 参議院議員（47 名）

■ 北海道選出議員（2 名）

以上　186名

【自由民主党】
朝日健太郎
阿達雅志
石井正弘
猪口邦子
井原　巧
宇都隆史
江島　潔
太田房江
大沼みずほ
大野泰正
北村経夫
古賀友一郎
佐藤正久

島村　大
高橋克法
滝波宏文
武見敬三
塚田一郎
豊田俊郎
中泉松司
中西祐介
野上浩太郎
長谷川　岳
舞立昇治
溝手顕正
三宅伸吾
宮沢洋一

森　まさこ
山谷えり子
山本順三

【民進党】
小川勝也
大野元裕
川合孝典
川田龍平
田名部匡世
白　眞勲
浜野喜史
藤田幸久
舟山康江

牧山ひろえ
森本真治
柳田　稔

【公明党】
佐々木さやか
谷合正明

【日本維新の会】
片山虎之助
儀間光男
室井邦彦

激励メッセージをいただいた国会議員（敬称略）

【自由民主党】
青山周平
赤澤亮正
穴見陽一
石田真敏
石原伸晃
井林辰憲
今津　寛
今村雅弘
大塚高司
大西英男
大野敬太郎
鬼木　誠
梶山弘志
加藤寛治
金子一義
金子万寿夫
神山佐市
河村建夫
神田憲次
城内　実
黄川田仁志
木村太郎
熊田裕通
小泉進次郎
高村正彦
小島敏文
小林鷹之
小林史明
後藤田正純
齋藤　健
斎藤洋明
櫻田義孝
笹川博義
左藤　章
佐藤ゆかり
下村博文
白石　徹

新谷正義
鈴木馨祐
鈴木淳司
高木宏壽
武井俊輔
武田良太
武部　新
竹本直一
田中和德
棚橋泰文
谷　公一
谷垣禎一
谷川弥一
津島　淳
土屋正忠
土屋品子
寺田　稔
渡海紀三朗
冨樫博之
長尾　敬
長島忠美
中谷真一
中根一幸
中村裕之
西村明宏
西銘恒三郎
根本幸典
野田聖子
馳　　浩
原田憲治
平沢勝栄
平沼赳夫
藤井比早之
藤丸　敏
古屋圭司
星野剛士
牧島かれん
牧原秀樹

松野博一
松本　純
三原朝彦
宮路拓馬
御法川信英
宮内秀樹
宮澤博行
務台俊介
村上誠一郎
望月義夫
盛山正仁
山田美樹
山本公一
山本幸三
山本有二
吉野正芳
若狭　勝

【民進党】
泉　健太
小川淳也
奥野総一郎
柿沢未途
黄川田　徹
岸本周平
玄葉光一郎
小宮山泰子
鈴木克昌
辻元清美
長島昭久
西村智奈美
初鹿明博
伴野　豊
福島伸享
古川元久
前原誠司
松原　仁
馬淵澄夫

村岡敏英
山尾志桜里
柚木道義
横路孝弘
鷲尾英一郎

【公明党】
石田祝稔
伊藤　渉
上田　勇
漆原良夫
斉藤鉄夫
高木美智代
竹内　譲
中野洋昌
濵地雅一
濱村　進
吉田宣弘

【日本維新の会】
井上英孝
小沢鋭仁
馬場伸幸

【生活の党と山本
太郎と仲間たち】
玉城デニー

【社会民主党】
吉川　元

【無所属】
浅尾慶一郎
川端達夫
松本剛明
野間　健

衆議院議員　　　前田一男　　　　参議院議員　　　橋本聖子




